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９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

会
期
　
９
月
２１
日
〜
10
月
13
日【
２3
日
間
】

●
開
会
日
（
９
月
21
日
）
　

■
知
事
提
案
説
明
　

　
　
〜
元
気
で
豊
か
な
、あ
っ
た
か
い
高
知
県
を
次
の
世
代
へ
〜

濵
田
知
事
は
初
め
に
、県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、「
私
が
県
政
の
舵
取
り
役

の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
て
か
ら
、４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。こ
の
間
、「
共
感
と

前
進
」を
基
本
姿
勢
と
し
て
、県
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
き
た
」と
述
べ
た
上
で
、「
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
騰
と
い
っ
た
厳
し
い
事
態
に
対
処
し
な
が
ら
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て

基
本
政
策
を
着
実
に
進
め
て
き
た
結
果
、様
々
な
分
野
で
成
果
が
見
え
て
き
た
が
、県

勢
浮
揚
に
向
け
た
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
取
組
を
よ
り
一
層
力
強
く
発

展
さ
せ
、元
気
で
豊
か
な
、あ
っ
た
か
い
高
知
県
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
」と
述

べ
ま
し
た
。

次
に
、令
和
５
年
度
９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
、「
経
済
の
活
性
化
と
し
て
、大
阪
市

梅
田
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
準
備
や
新
た
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
に
加
え
、

土
佐
酒
の
輸
出
拡
大
や
県
産
酒
米
の
精
米
施
設
整
備
支
援
の
ほ
か
、台
湾
か
ら
の
定
期

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
継
続
運
航
に
取
り
組
む
。ま
た
、教
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
と
し

て
、学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
拡
充
や
県
西
部
で
唯
一
の
日
本
陸
上
競
技

連
盟
公
認
施
設
で
あ
る
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修
を
支
援
す
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、基
本
政
策
の
取
組
で
あ
る「
経
済
の
活
性
化
」に
つ
い
て
、「
産
業
振
興
計
画
の

取
組
は
、急
速
な
人
口
減
少
、デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化
の
進
展
、長
期
化
す
る
物
価

高
騰
、人
材
不
足
と
い
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
上
で
、「
次
期
計
画
で
は「
地
域
に
お
け
る
新
し
い
挑
戦
に
よ

り
、持
続
的
に
経
済
が
発
展
す
る
高
知
県
」を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、新
た
に「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
柱
に
加
え
、新
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
環
境
負
荷
の
軽
減

を
図
る
ほ
か
、国
内
外
へ
の
外
商
拡
大
に
向
け
た
施
策
を
充
実
さ
せ
る
。ま
た
、こ
れ
ら

の
取
組
を
支
え
る
人
材
の
積
極
的
な
育
成
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
や
外
国
人
材
の
確

保
な
ど
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
や
教
育
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、最
後

に
今
回
提
案
し
た
議
案
38
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
９
月
27
日
〜
10
月
４
日
）
　

■
知
事
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
論
議

一
括
質
問
形
式
に
よ
り
８
名
の
議
員
が
、知
事
の
政
治
姿
勢
や
少
子
化
対
策
、観
光

振
興
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
問
一
答
形
式
に
よ
り
15
名
の
議
員
が
、県
経
済
の
課
題
や
中
山
間
地
域

対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
（
10
月
４
日
）

令
和
４
年
度
の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、決
算
特
別
委
員
会（
三
石
文
隆
委
員
長
）

を
設
置
し
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
議
案
26
件
を

付
託
の
上
、審
査
が
終
了
す
る
ま
で
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
審
査
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
10
月
５
日
〜
11
日
）

　
審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
12
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
10
月
13
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
12
件
の
う
ち
、令
和
５
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、提
案
説
明
と
討
論
を
経
て
採
決
し
た
結
果
、修
正

案
を
否
決
の
上
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
他
11
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。ま
た
、追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
１
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
派
遣
議
案
１
件
と
意
見
書
議
案
４
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
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９月定例会本会議の質問
一
括
質
問

９
月
27
日

土
居 

　
央

細
木 

　
良

岡
田 

竜
平

９
月
28
日

武
石 

利
彦

寺
内 

憲
資

槇
尾 
絢
子

９
月
29
日

土
森 

正
一

下
村 

勝
幸

一
問
一
答

10
月
３
日

桑
鶴 

太
朗

岡
本 

和
也

田
所 

裕
介

大
石 

　
宗

西
森 

美
和

樋
口 

秀
洋

久
保 

博
道

10
月
４
日

中
根 

佐
知

橋
本 

敏
男

依
光 

美
代
子

金
岡 

佳
時

上
田 
貢
太
郎

田
中 
　
徹

西
内 
隆
純

加
藤 

　
漠

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た

人
口
減
少
対
策

土居　 央
（自由民主党）

答

知
事
　
人
口
減
少
対
策
は
県

政
の
最
重
要
課
題
だ
。次
期
総
合

戦
略
で
は
、若
年
人
口
の
増
加
、婚

姻
数
の
増
加
、出
生
率
の
向
上
の
観

点
か
ら
施
策
を
抜
本
強
化
す
る
。

若
年
人
口
の
増
加
に
向
け
て
女

性
の
県
内
就
職
促
進
や
Ｕ
・Ｉ
タ
ー

ン
の
呼
び
込
み
が
重
要
だ
。企
業
誘

致
を
さ
ら
に
進
め
、賃
上
げ
の
促
進
、

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、さ

問

知
事
は
、若
い
女
性
の
人
口

流
出
継
続
が
出
生
数
減
少
の
要
因

と
考
え
、女
性
を
焦
点
と
し
た
人

口
減
少
対
策
の
強
化
を
掲
げ
た

が
、県
政
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
の

実
現
へ
、人
口
減
少
対
策
の
位
置
づ

け
と
強
化
の
方
向
性
を
聞
く
。

「
ら
ん
ま
ん
」放
送
終
了
後
の

取
組
と
次
の
観
光
戦
略

答

知
事
　
放
送
終
了
後
も
盛

り
上
が
り
の
継
続
が
重
要
で
あ
り
、

観
光
博
覧
会
の
後
半
は
、効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
草
花
ス

ポ
ッ
ト
や
草
花
ガ
イ
ド
等
の
情
報
発

信
を
継
続
す
る
。

次
期
観
光
戦
略
は
、食
や
自
然

体
験
等
を
引
き
続
き
活
用
し
、地

元
の
人
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
た

新
た
な
魅
力
を
打
ち
出
し
て
、中

山
間
地
域
の
振
興
、元
気
な
高
知

県
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
、高
知
の
よ

さ
を
未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
。

ら
に
第
１
次
産
業
や
建
設
業
等
で

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
る

女
性
の
進
出
を
後
押
し
す
る
取
組

を
強
化
す
る
。

問

放
送
は
終
了
す
る
が
、こ
れ

ま
で
磨
き
上
げ
た
観
光
資
源
を

今
後
の
観
光
戦
略
に
も
生
か
す

必
要
が
あ
る
。今
後
の
取
組
と

次
期
観
光
戦
略
に
つ
い
て
聞
く
。

知
事
の
政
治
姿
勢
に

関
す
る
４
年
間
の
総
括 岡田　竜平

（県民の会）

答

知
事
　
こ
れ
ま
で
県
民
と
の

対
話
を
通
じ
共
感
を
得
な
が
ら
課

題
の
解
決
に
向
け
「
共
感
と
前

進
」の
県
政
を
進
め
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
県
民
、事

業
者
の
声
を
聞
き
、医
療
提
供
体

制
の
確
保
や
経
済
影
響
対
策
を

進
め
て
き
た
。ま
た
県
内
各
地
を

訪
問
し
伺
っ
た
声
を
生
か
し
、市
町

村
と
も
方
向
性
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

５
つ
の
基
本
政
策
と
３
つ
の
横
断

的
な
政
策
を
前
進
さ
せ
て
き
た
。

　
引
き
続
き
市
町
村
と
の
連
携
・

協
調
の
姿
勢
を
県
政
運
営
の
柱
の

一
つ
に
据
え
、県
勢
浮
揚
に
向
け

ま
い
進
し
て
い
く
。

問

知
事
就
任
当
初
か
ら
の
市

町
村
施
策
の
支
援
、ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
を
意
識
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
姿
勢
に
関
し
て
、４
年
間
の

総
括
を
聞
く
。

援
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
普

及
促
進
に
取
り
組
む
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
促
進

武石　利彦
（一燈立志の会）

答

知
事
　
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
、誰
も
が
安
心
し
て
旅

行
を
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
普
及
促
進
は
重
要
で
あ
り
、本

県
で
も
多
様
な
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

旅
行
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ト
ラ
ベ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
本
県
で
は
ま

だ
十
分
で
は
な
く
、本
県
で
の
進
め

方
等
、先
進
地
域
の
方
に
助
言
を
い

た
だ
く
予
定
だ
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
制
度
は
、

様
々
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
発
信

で
き
る
有
効
な
制
度
で
あ
り
、多
く

の
事
業
者
が
認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ト
ラ
ベ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

施
策
の
推
進
及
び
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
認
定
施
設
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

寺内　憲資
（公明党）

答

知
事
　
県
は
経
済
団
体
等

と
協
議
会
を
設
置
し
、年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

企
業
の
事
例
紹
介
冊
子
の
配
布
や

相
談
窓
口
の
設
置
、事
業
者
と
高

齢
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
き

た
。そ
の
結
果
、県
内
の
65
歳
以
上

の
常
用
労
働
者
は
取
組
開
始
前
の

約
1
.
4
倍
ま
で
増
加
し
た
。

今
後
も
関
係
団
体
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
雇
用
す
る
企
業
の
掘
り

起
こ
し
等
、高
齢
者
雇
用
の
さ
ら
な

る
拡
大
を
図
り
た
い
。

働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
へ
の
就
業
支
援

問

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
活
用
は
、人
手
不
足
対
策
や
自

身
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
り

健
康
維
持
効
果
も
期
待
で
き

る
。高
齢
者
の
就
業
支
援
に
つ
い

て
、所
見
を
聞
く
。

答

健
康
政
策
部
長

　制
度
的
な

課
題
に
つ
い
て
は
、全
国
的
に
解
決

を
図
る
べ
き
で
あ
り
、全
国
知
事
会

を
通
じ
国
に
提
言
し
て
い
く
。一
方
、

制
度
の
見
直
し
ま
で
は
施
策
を
講
じ

る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、他
県
の
事

業
も
参
考
に
、県
と
し
て
若
年
が
ん

患
者
の
在
宅
療
養
支
援
制
度
の
創

設
を
検
討
し
て
い
く
。

あ
る
が
、20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

在
宅
治
療
の
が
ん
患
者
に
は
何
の

支
援
も
な
い
。

全
国
で
は
15
県
で
若
年
が
ん
患

者
の
在
宅
療
養
支
援
制
度
が
導
入

さ
れ
、県
内
患
者
の
保
護
者
か
ら

も
強
い
要
望
が
あ
る
。本
県
で
の

導
入
に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養

支
援
制
度
の
導
入

問

現
在
、20
歳
未
満
ま
で
は
医

療
費
助
成
制
度
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

答

知
事
　
県
で
は
令
和
元
年
度

に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
議
論
を
進

め
て
き
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
断
等

も
あ
り
、条
例
制
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

本
年
８
月
に
検
討
会
を
再
開
し

た
が
、令
和
６
年
４
月
施
行
を
目
指

す
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く

条
例
制
定
の
方
が
緊
急
度
が
高
く
、

先
行
し
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
は
、そ

の
後
、新
た
な
検
討
会
の
場
で
本
年

度
末
ま
で
に
は
制
定
に
向
け
た
検
討

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

価
す
る
指
標
設
定
を
し
た
も
の
で

あ
り
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
確
認
の
中
で
プ
ラ

ン
見
直
し
を
行
う
。

今
後
、将
来
的
な
人
工
林
資
源

の
確
保
へ
の
貢
献
を
意
識
し
な
が
ら

取
組
を
進
め
る
中
で
、成
果
や
状

況
の
変
化
を
捉
え
、継
続
的
に
プ
ラ

ン
の
進
化
を
図
っ
て
い
く
。

答

林
業
振
興・環
境
部
長
　
再

造
林
推
進
プ
ラ
ン
は
、令
和
９
年
度

の
再
造
林
率
の
目
標
に
加
え
、推

進
に
関
す
る
取
組
等
を
定
め
、ま

た
取
組
ご
と
の
達
成
度
合
い
を
評

仁
淀
川
町
型
を
採
用
し
た

再
造
林
推
進
プ
ラ
ン
の
継
続

問

仁
淀
川
町
で
設
立
さ
れ
た

基
金
団
体
の
取
組
が
、再
造
林

推
進
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
た
。

50
年
を
超
え
る
林
業
資
源
の
持

続
性
を
考
慮
す
れ
ば
プ
ラ
ン
の

持
続
性
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
対
応
す
る
の
か
、聞
く
。

「
高
知
県
手
話
言
語
条
例
」

の
制
定

問

手
話
言
語
条
例
は
36
都
道
府

県
で
制
定
さ
れ
、本
県
で
も
10
自

治
体
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

県
聴
覚
障
害
者
協
会
か
ら
知
事
宛

に
条
例
制
定
の
要
望
書
も
提
出
さ

れ
て
い
る
。こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み

た
時
、県
で
も
条
例
制
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
聞
く
。

槇尾　絢子
（自由民主党）

男
性
の
家
事
、子
育
て
参
画

へ
の
意
識
を
醸
成
す
る
取
組

問

令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調

査
で
は
、１
日
当
た
り
の
家
事・育

児
時
間
は
圧
倒
的
に
妻
が
多
い
。

共
に
働
き
、子
育
て
し
、助
け
合

い
な
が
ら
、家
族
の
絆
を
共
に
つ
く

る
社
会
が
今
必
要
と
考
え
る
。男

性
の
参
画
を
高
め
る
た
め
の
取
組

を
聞
く
。

答

子
ど
も・福
祉
政
策
部
長
　

本
県
の
夫
の
家
事
関
連
時
間
は
、

妻
と
比
べ
約
３
倍
の
開
き
が
あ
る
が
、

全
国
で
は
３
番
目
に
多
い
。

こ
う
し
た
本
県
の
優
位
性
を
伸

ば
す
た
め
共
働
き
・
共
育
て
を
推

進
し
、家
庭
や
仕
事
で
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、ま
ず
は
、職

場
や
家
庭
で
の
意
識
改
革
に
向
け

男
性
育
休
取
得
率
目
標
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、家
庭
と
の
両
立
支

援
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
支
援
制

度
の
検
討
な
ど
取
組
を
強
化
す
る
。

̶2̶
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民
間
住
宅
の
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
の
拡
充
強
化

問

質
の
高
い
暮
ら
し
と
経
済

を
つ
く
る
た
め
、気
候
危
機
に
対

し
省
エ
ネ
も
実
現
で
き
る
住
宅
の

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
拡
充
強

化
に
つ
い
て
聞
く
。

処
理
水
の
海
洋
放
出
中
止
と

海
洋
放
出
以
外
の
解
決
方
法

細木 　良
（日本共産党）

答

知
事
　
処
理
水
の
処
分
は

様
々
な
方
法
を
検
討
の
結
果
、海

洋
放
出
と
水
蒸
気
放
出
が
現
実
的

と
さ
れ
、国
は
国
内
実
績
や
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
国
際
安
全
基
準
に
合
致
し
て

い
る
と
の
報
告
を
も
と
に
、海
洋
放

出
す
る
基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

こ
う
し
た
科
学
的
な
安
全
性
評

価
等
を
踏
ま
え
、改
め
て
の
検
討
は

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、引
き

続
き
国
に
は
、福
島
第
一
原
発
の

廃
炉
に
向
け
た
取
組
と
国
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問

放
射
線
防
護
の
鉄
則
の
一

つ
は
、放
射
性
物
質
を
環
境
中
に

拡
散
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。海

洋
放
出
は
中
止
し
、海
洋
放
出

以
外
の
解
決
方
法
を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
、所
見
を
聞
く
。

答

土
木
部
長
　
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、住
宅
の
断
熱

化
促
進
は
重
要
施
策
で
あ
り
、今

年
度
、断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
市

町
村
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
し
、

高
知
県
脱
炭
素
社
会
推
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
目
標
を
設
定
し
た
。

し
か
し
、活
用
は
３
市
町
村
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、説
明
会
や
戸
別
訪

問
に
よ
り
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、県
民
意
識
の
醸
成
へ
広
く
周

知
啓
発
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

今
後
は
、技
術
的
な
面
で
の
支
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答

教
育
長
　
国
の
学
習
指
導

要
領
解
説
で
は
、家
族
は
か
け
が
え

の
な
い
価
値
を
有
す
る
存
在
と
さ

れ
て
お
り
、学
校
教
育
で
児
童
生

徒
に
家
族
の
価
値
や
意
義
を
考
え

る
た
め
の
学
習
を
確
実
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、家
族
の
大
切
さ
の
意

味
や
家
族
と
の
触
れ
合
い
の
大
切

さ
、親
の
役
割
や
男
女
が
協
力
し
家

庭
を
築
く
こ
と
の
意
義
等
の
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
家
族

の
価
値
や
意
義

問

家
族
の
価
値
観
や
意
義
と

と
も
に
家
族
を
形
成
す
る
契
機

で
あ
る
結
婚
や
出
産
育
児
な
ど

の
営
み
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と

が
、出
生
数
や
出
生
率
の
回
復
に

向
け
た
前
提
と
考
え
る
。学
校

教
育
の
中
で
家
族
に
つ
い
て
教

え
る
こ
と
の
所
見
を
聞
く
。

答

知
事
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
格
案
で

は
将
来
像
の
中
心
に
若
者
の
増
加

を
置
き
、新
た
に
少
子
化
対
策
と

一
体
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
、活
力
、仕
事
に
、

若
者
の
増
加
を
加
え
た
４
つ
の
柱
ご

と
に
挑
戦
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ

て
い
る
が
、将
来
像
の
実
現
の
た
め

に
は
何
と
し
て
も
達
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
目
標
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
再
興
な
く
県
勢

浮
揚
は
な
し
得
ず
、地
域
の
皆
さ
ん

等
と
心
を
一
つ
に
し
、元
気
で
豊
か

な
温
か
い
高
知
県
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、全
力
で
取
り
組
む
。

の
理
解
醸
成
へ
つ
な
げ
る
よ
う
、Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
取
り
組
む
。
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農
産
物
の
適
正
価
格
形
成
に

向
け
た
取
組
状
況

下村　勝幸
（自由民主党）

答

農
業
振
興
部
長
　
県
で
は
生

産
者
ら
が
市
場
関
係
者
等
に
経
営

の
厳
し
さ
を
訴
え
る
機
会
を
設
け
、

一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
た
と
感
じ

る
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
国
消
国
産
運

動
等
を
通
じ
て
理
解
を
醸
成
す
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
、国
で

は
生
産
コ
ス
ト
の
指
標
化
の
可
能
性

調
査
を
来
年
度
予
算
化
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、今
後
可
視
化
さ
れ
た

指
標
を
用
い
て
農
業
者
の
現
状
を

具
体
的
に
関
係
者
に
伝
え
、消
費
者

問

農
地
と
農
業
者
を
守
り
育

て
、確
保
し
て
い
く
た
め
、コ
ス
ト

が
反
映
さ
れ
た
農
産
物
の
価
格

形
成
が
必
要
だ
。適
正
な
価
格
形

成
に
向
け
た
取
組
状
況
を
聞
く
。

先
端
技
術
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。さ

ら
に
、最
先
端
農
業
を
実
践
す
る
女

性
農
業
者
の
協
力
を
得
て
若
者
や
女

性
に
響
く
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す

る
な
ど
、様
々
な
手
法
で
本
県
農
業

の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

答

知
事
　
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業

な
ど
の
新
た
な
魅
力
を
東
京
な
ど
の

就
農
相
談
会
で
紹
介
し
て
い
る
。ま
た
、

高
校
生
等
に
対
し
Ｉｏ
P
の
入
門
セ

ミ
ナ
ー
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
最

農
業
が
女
性
の
職
業
の

選
択
肢
と
な
る
取
組

問

農
業
の
発
展
、地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
に
は
、基
幹
的
農

業
従
事
者
の
約
４
割
を
占
め
る
女

性
が
、よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

女
性
が
農
業
を
職
業
の
一
つ
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、ど
う
い
う

方
向
性
で
取
り
組
む
の
か
聞
く
。

農
業
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

問

次
期
産
業
振
興
計
画
に
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
戦
略
の
柱
と
し
て
加
え

ら
れ
た
。

夢
の
あ
る
農
業
経
営
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、農
業
分

野
で
考
え
ら
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
聞
く
。

商
品
の
セ
ー
ル
ス
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、距

離
の
近
さ
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
よ
り
、海
外
か
ら
の
団
体

旅
行
の
催
行
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
実
現

等
の
成
果
が
現
れ
て
き
た
。

今
後
、大
阪
梅
田
に
開
設
す
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョッ
プ
を
拠
点
と
し
て
外
国
人
観

光
客
へ
し
っ
か
り
情
報
を
発
信
し
、観
光

客
誘
致
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

答

知
事
　
大
阪
観
光
局
等
と
連

携
し
た
本
県
の
自
然
を
生
か
し
た
観
光

答

教
育
長
　
市
町
村
立
学
校

の
設
置
や
統
廃
合
は
、当
該
市
町

村
に
お
い
て
、地
域
の
方
々
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
十
分
に
議
論
し
、

検
討
、判
断
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、県
教
育
委
員
会
は
、そ
の
判
断

を
尊
重
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

畜
産
振
興
の
た
め
の
一
体
的
な

食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備

問

四
万
十
市
の
新
食
肉
セ
ン

タ
ー
と
今
年
開
設
さ
れ
た
高
知

市
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
、県
の
畜

産
振
興
と
し
て
一
体
に
考
え
、施

設
整
備
も
一
体
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

関
西
連
携
に
よ
る
観
光
の

活
性
化

問

コ
ロ
ナ
前
の
観
光
産
業
に
お

い
て
は
訪
日
外
国
人
の
首
都
圏
へ

の
集
中
や
稼
げ
る
産
業
へ
転
換
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
を
踏
ま

え
、新
た
な
観
光
振
興
が
求
め
ら

れ
る
。関
西
連
携
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か

実
績
も
踏
ま
え
展
望
を
聞
く
。
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答

知
事
　
高
知
市
の
食
肉
セ
ン

タ
ー
は
、28
市
町
村
で
構
成
す
る
事

務
組
合
で
運
営
す
る
旧
施
設
の
廃

止
決
定
を
受
け
、県
と
28
市
町
村
が

費
用
負
担
し
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、四
万
十
市
営
食
肉
セ
ン
タ
ー

は
四
万
十
市
が
整
備
、運
営
し
て
お

り
、事
業
主
体
は
市
と
な
る
。

し
か
し
、市
単
独
で
は
費
用
負
担

も
大
き
い
た
め
、畜
産
振
興
の
観
点

か
ら
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
方

針
と
し
、他
施
設
の
県
負
担
割
合
等

も
参
考
に
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

田所　裕介
（県民の会）

答

農
業
振
興
部
長
　
女
性
農
業

者
か
ら
は
、就
農
後
に
農
業
の
魅
力
を

実
感
し
た
と
の
声
も
聞
く
。職
業
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、女
性
農
業

者
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
る
場

面
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
取
組
や
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
を
通
じ
農
業
現
場
を
知
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。あ
わ
せ
て
労
働
環

境
整
備
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

本
県
農
業
の
魅
力
の

若
者
へ
の
伝
え
方

桑鶴　太朗
（自由民主党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

農
業
の
担
い
手
確
保
に
は
働

く
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
伝
え
る
か
が
大

事
だ
。本
県
の
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
は

若
手
農
家
の
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業

等
へ
の
取
組
で
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
県
な
ら
で
は
の

魅
力
を
新
た
な
担
い
手
と
な
る
若

者
に
ど
う
伝
え
る
の
か
、所
見
を

聞
く
。

子
供
た
ち
が
望
む
新
た
な

小
中
一
貫
校
実
現
へ
の
支
援

岡本　和也
（日本共産党）

問

学
校
統
廃
合
の
中
、子
供

た
ち
は
新
し
い
小
中
一
貫
校
の

設
立
を
関
係
者
や
関
係
機
関
に

意
見
表
明
し
、地
元
関
係
者
は

そ
の
思
い
を
か
な
え
る
た
め
行

動
を
起
こ
す
と
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
提
案
が
実
現
す

れ
ば
、特
色
あ
る
取
組
と
な
る
こ

と
で
国
も
期
待
し
て
お
り
、県
も

積
極
的
に
支
援
す
べ
き
と
思
う

が
、所
見
を
聞
く
。

答

農
業
振
興
部
長
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
流
通
販
売
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
産
面
で
は
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業

に
よ
る
収
量
増
や
栽
培
管
理
に
よ
る

低
コ
ス
ト
化
、自
動
化
な
ど
省
力
化

技
術
の
導
入
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替
技

術
の
実
証
な
ど
が
重
要
だ
。流
通
・
販

売
面
で
は
、多
様
化
す
る
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
規
格
や
量
、包
装
な
ど
柔
軟

に
対
応
し
て
出
荷
す
る
な
ど
時
代
に

合
っ
た
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

漁
業
の
持
続
に
向
け
た

部
局
横
断
に
よ
る
支
援

問

異
常
気
象
や
人
口
減
少
、

物
流
の
2
0
2
4
年
問
題
等
、

魚
を
漁
業
者
が
水
揚
げ
し
て
か

ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
全
て
の

部
分
を
俯
瞰
し
た
施
策
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

部
局
横
断
的
な
支
援
も
視
野
に

入
れ
、本
県
の
漁
業
全
般
を
持
続

的
に
ど
う
守
り
育
て
る
か
聞
く
。

人
権
デ
ュ
ー・デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
取
組
の
進
捗
状
況

問

観
光
振
興
や
貿
易
振
興
と

い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す

る
上
で
、国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
人
権

遵
守
は
特
に
重
要
だ
。本
県
の
人

権
デ
ュ
ー・デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
取

組
の
進
捗
を
聞
く
。

答

子
ど
も
・
福
祉
政
策
部
長
　

関
係
団
体
と
連
携
し
、企
業
向
け
セ

ミ
ナ
ー
等
で
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん

で
き
た
。貿
易
協
会
開
催
の
講
演
会

で
は
24
社
と
関
係
団
体
に
対
し
て
、

必
要
性
や
国
の
企
業
向
け
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
周
知
し
た
。ま

た
県
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
37
社
、人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
の
企
業
向
け
人
権
啓

発
研
修
会
に
は
昨
年
度
1
5
4
社
、

本
年
度
95
社
が
参
加
し
た
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

周
知
啓
発
に
努
め
る
。

ま
で
様
々
な
利
活
用
が
期
待
で
き
る
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、高
知
市
、関

係
機
関
と
の
密
な
連
携
が
重
要
で

あ
り
、知
事
部
局
も
一
緒
に
幅
広
い

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

庁
内
の
意
向
調
査
で
は
、例
え
ば

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
り
、現
在
検

討
中
の
県
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
般
の

整
備
の
在
り
方
と
併
せ
て
、可
能
性

を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

答

知
事
　
こ
の
跡
地
は
、高
知

市
中
心
街
か
ら
近
く
、公
共
交
通

機
関
も
利
用
で
き
、行
政
か
ら
民
間

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

高
知
南
中・高
等
学
校
の

跡
地
活
用
の
方
向
性

大石　宗
（一燈立志の会）

問

跡
地
の
所
管
は
教
育
委
員

会
だ
が
、今
後
知
事
の
リ
ー
ダ
シ
ッ

プ
の
下
、知
事
部
局
で
大
胆
な
使

い
方
、方
向
性
の
検
討
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
が
、所
見
を
聞
く
。

中
山
間
地
域
再
興
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
へ
の
決
意

土森　正一
（自由民主党）

問

中
山
間
地
域
再
興
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
は
本
県
未
来
の
た
め
に
重
要

だ
。打
ち
出
さ
れ
た
骨
格
案
に
は
、

か
な
り
挑
戦
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、策
定
へ
の
決
意
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

知
事
　
漁
業
の
持
続
に
は
、

漁
業
者
、仲
買
人
、造
船
業
者
な

ど
関
連
事
業
者
の
事
業
継
続
を

図
る
こ
と
が
必
要
だ
。

デ
ジ
タ
ル
化
等
に
よ
る
漁
業
の

生
産
力
向
上
、漁
獲
物
の
集
約
化

に
よ
る
漁
価
の
向
上
、市
場
へ
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
導
入
に
よ
る
効
率
的

な
市
場
運
営
、移
住
施
策
や
事
業

継
承
な
ど
関
係
部
局
が
一
体
と

な
っ
て
漁
業
と
関
連
産
業
が
持
続

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

知
事
の
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
へ
の
訪
問

答

知
事
　
ハ
ン
セ
ン
病
に
罹
患
さ

れ
た
方
々
、そ
の
他
関
係
の
方
々
は
、

大
変
な
苦
し
み
を
抱
え
て
こ
ら
れ
た
。

今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、私
自
身

も
回
復
者
の
方
々
と
も
会
っ
て
話
を

聞
き
、偏
見
、差
別
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て

い
き
た
い
。

問

平
成
13
年
の
県
議
会
で
も
、

間
違
っ
た
認
識
に
基
づ
い
た
隔
離
、

差
別
政
策
を
行
っ
て
き
た
こ
と
の

謝
罪
の
議
決
を
し
た
り
す
る
中
、

当
時
の
橋
本
知
事
は
療
養
所
を
訪

問
し
て
お
り
、前
任
の
尾
﨑
知
事

も
訪
問
の
意
思
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

現
在
、本
県
出
身
の
ハ
ン
セ
ン

病
元
患
者
が
残
り
10
人
と
な
っ
た

中
、濵
田
知
事
に
も
訪
問
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、所
見
を

聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

新
し
い
総
合
防
災
対
策
地

域
本
部
に
は
、地
震
と
風
水
害
対

策（
平
常
時・発
生
時
）が
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、風
水
害
発

生
時
の
災
害
対
策
支
部
と
し
て

の
強
化
さ
れ
た
機
能
を
聞
く
。

風
水
害
時
に
お
け
る
災
害

対
策
支
部
の
機
能
強
化 西森　美和

（公明党）



̶4̶

☟

５ページ上段に続く

答

知
事
　
戦
後
我
が
国
の
重

化
学
工
業
化
が
進
む
中
、本
県
は

地
理
的
要
因
か
ら
波
に
乗
れ
ず
、

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
進
み
、少

子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
さ
ら
さ

れ
て
き
た
。さ
ら
に
自
然
災
害
へ
の

対
応
等
に
も
追
わ
れ
続
け
る
な
ど
、

他
の
地
域
に
比
べ
て
厳
し
い
条
件
の

中
、社
会
情
勢
に
応
じ
た
政
策
を

進
め
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
は
、人
口
減
少
下
で
も
拡

大
す
る
経
済
へ
と
構
造
転
換
を

図
っ
て
い
る
。

農
村
子
育
て
モ
デ
ル
地
区

の
指
定

答

知
事
　
農
業
に
従
事
す
る
子

育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
人
口
減
少
対
策
の
観

点
か
ら
も
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。来
年
度
、

女
性
農
業
者
支
援
の
抜
本
強
化
に
向

け
パ
ー
ト
労
働
機
会
の
確
保
や
労
働

環
境
の
整
備
等
を
検
討
し
て
い
る
。

国
に
対
し
こ
う
し
た
事
業
に
対
す

る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
、効
果
的
な
事
業
推
進
に
努
め
る
。

問

国
の
子
育
て
プ
ラ
ン
で
は
社

会
保
険
料
負
担
の
有
無
か
ら
会

社
員
な
ど
と
農
家
に
格
差
が
あ

る
。そ

れ
で
も
農
家
女
性
の
育
児
時

間
確
保
の
た
め
、労
働
軽
減
の
支
援

策
が
求
め
ら
れ
る
。本
県
が「
農
村

子
育
て
モ
デ
ル
地
区
」と
し
て
名
乗

り
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ

る
が
、戦
後
の
県
の
政
策
は
正
し

か
っ
た
の
か
聞
く
。

高
知
市
紅
水
川
の
総
合
的

な
浸
水
対
策

答

知
事
　
紅
水
川
を
含
む
国

分
川
水
系
で
は
、県
、高
知
市
な
ど

の
流
域
関
係
者
で
組
織
す
る
豪
雨

に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
会
議
で
、

氾
濫
防
止
・
軽
減
に
向
け
た
流
域

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
令
和
４
年
３

月
に
策
定
し
、河
床
の
掘
削
、排
水

機
場
の
能
力
増
強
と
い
っ
た
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

来
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
す
る
際
、国
の
研
究
機
関

に
も
相
談
し
新
た
な
手
法
も
研
究

し
て
、さ
ら
に
効
果
的
な
対
策
を
追

加
し
て
い
く
。

問

30
年
以
上
に
わ
た
る
高
知
市

万
々
商
店
街
を
含
む
周
辺
住
宅
地

の
浸
水
被
害
に
対
し
、流
域
治
水

も
含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
強
く

要
請
す
る
が
、所
見
を
聞
く
。

答

知
事
　「
農
産
物
の
適
正
な

価
格
形
成
」の
実
現
に
は
、消
費
者

の
理
解
醸
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、

「
生
産
コ
ス
ト
の
指
標
化
」は
第
一

歩
の
取
組
で
あ
る
。国
は「
生
産
コ
ス

ト
の
指
標
化
」を
進
め
る
調
査
費
を

来
年
度
の
予
算
要
求
に
計
上
し
て

お
り
、県
も
Ｊ
Ａ
や
農
家
と
協
力
し

早
期
の
指
標
化
に
取
り
組
む
。ま
だ

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、国
の
動
き

も
注
視
し
、本
県
の
農
業
者
に
有
益

な
指
標
と
な
る
よ
う
提
言
し
て
い
く
。

延
泊
に
つ
な
が
る
夜
の
観

光
の
充
実

答

知
事
　
夜
の
観
光
の
充
実
は

宿
泊
に
直
結
す
る
の
で
、長
期
滞
在

観
光
を
進
め
る
上
で
重
要
で
あ
り
、

観
光
消
費
額
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。

県
も
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
等
の
夜
の

観
光
を
意
識
し
た
取
組
を
進
め
て

い
る
が
、さ
ら
に
充
実
を
図
る
た
め

に
、ま
ず
は
県
内
各
地
の
夜
の
観
光

素
材
を
洗
い
出
し
て
い
く
。

問

国
内
観
光
を
は
じ
め
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
進
む
と
、昼
の
観
光
と
併

せ
て
夜
の
観
光
が
求
め
ら
れ
、そ
の

こ
と
が
宿
泊
の
延
泊
に
つ
な
が
り
経

済
的
な
波
及
効
果
が
大
き
く
な
る
。

県
内
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

に
応
じ
１
年
を
通
し
た
夜
の
観
光

の
磨
き
上
げ
と
充
実
が
望
ま
れ
る

が
、所
見
を
聞
く
。

問

生
活
が
厳
し
い
と
の
声
や

県
内
隅
々
ま
で
活
気
が
な
い
現

実
を
見
る
に
つ
け
、政
策
が
正
し

か
っ
た
の
か
心
を
悩
ま
す
。製
造

品
出
荷
額
は
30
年
前
と
変
わ
ら

ず
、農
業
産
出
額
で
さ
え
愛
媛

県
に
負
け
て
全
国
31
位
だ
。

県
経
済
が
他
県
の
ス
ピ
ー
ド

樋口　秀洋
（自由の風）
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

戦
後
行
っ
て
き
た
本
県

の
政
策
の
是
非

答

知
事
　
我
が
国
で
は
、国
が
基

本
的
枠
組
み
を
定
め
地
方
の
財
源
を

保
証
す
る
。地
方
は
枠
組
み
の
中
で

事
業
を
実
施
し
、実
情
に
即
し
た
政

策
を
展
開
す
る
と
い
う
形
で
役
割
分

担
を
し
て
い
る
。特
に
財
政
基
盤
が
脆

弱
な
本
県
で
は
、国
の
制
度
や
施
策

の
最
大
限
の
活
用
が
必
要
だ
が
、国

を
待
つ
の
で
は
な
く
、必
要
な
施
策
を

立
案
し
、政
策
提
言
等
を
通
じ
国
を

動
か
し
て
実
現
す
る
と
い
う
考
え
方

で
対
応
し
て
お
り
、今
後
も
こ
の
方
針

の
下
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
お
い
て
県
教
委
が

加
害
者
と
な
っ
た
こ
と
の
検
証

中根　佐知
（日本共産党）

問

パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
に
苦

し
ん
だ
被
害
者
は
、直
接
的
な
被
害

だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
対
応
に
よ

り
本
県
で
の
教
職
に
見
切
り
を
付

け
る
ほ
ど
深
く
傷
つ
い
た
。

県
教
育
委
員
会
が
第
２
の
加
害

者
と
な
っ
た
こ
と
の
検
証
を
し
っ
か

り
と
す
べ
き
だ
が
、所
見
を
聞
く
。

共
同
漁
業
権
の
適
切
な

運
用

答

教
育
長
　
勤
務
時
間
の
延

長
を
求
め
る
声
は
聞
い
て
お
り
、勤

務
実
態
や
工
夫
す
べ
き
点
等
の
調

査
を
指
示
し
た
。こ
の
調
査
結
果

も
見
な
が
ら
、出
さ
れ
た
課
題
を

各
学
校
長
と
も
協
議
し
、必
要
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

漁
協
が
一
定
の
水
域
を
共
同

利
用
し
特
定
の
漁
業
を
営
む
権
利
で

あ
る
共
同
漁
業
権
を
拡
大
解
釈
し
、

他
者
の
漁
業
活
動
に
不
当
な
制
限
を

し
て
い
る
採
捕
禁
止
問
題
が
あ
る
。

問
題
解
決
に
は
、漁
協
と
組
合
員

以
外
の
漁
業
者
間
で
の
協
議
や
、共

同
漁
業
権
の
範
囲
等
の
周
知
が
重
要

だ
が
、共
同
漁
業
権
の
適
切
な
運
用

に
つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

答

教
育
長
　
職
員
の
発
言
に
つ
い

て
は
定
か
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

被
害
者
側
に
精
神
的
な
負
担
と
な
る

受
け
止
め
を
さ
せ
た
こ
と
は
、申
し
訳

な
く
、反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、職
員
に
対
し
て
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
、被
害

者
側
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
う
姿
勢

を
徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る

勤
務
時
間
へ
の
現
場
の
声

問

命
を
守
る
看
護
師
の
仕
事

が
年
度
雇
用
で
は
、育
成
、資
質
向

上
等
に
つ
な
が
ら
な
い
。ま
た
常

時
児
童
の
そ
ば
に
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
学
校
で
は
、児
童
生
徒
へ
の

対
応
以
外
の
打
合
せ
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
等
の
勤
務
時
間
が
確
保
で

き
な
い
。も
っ
と
み
ん
な
で
話
合
い

も
し
な
が
ら
の
介
助
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

現
場
の
声
を
聞
き
、正
規
雇
用

で
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
ゆ
と

り
を
現
場
に
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、所
見
を
聞
く
。

答

知
事
　
市
町
村
職
員
の
不
足

は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、高
齢
化
が

進
む
中
で
、地
域
の
医
療
、介
護・福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る

等
、安
全・安
心
な
暮
ら
し
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
の
効
率
化
を
進
め
、各
市
町
村

で
将
来
必
要
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
量
と
職
員
数
の
協
議
等
を
行

い
、働
き
方
改
革
に
よ
る
職
員
確

保
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。引

き
続
き
市
町
村
に
対
し
助
言
や
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

他
者
の
漁
業
活
動
を
制
限
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、引
き
続
き
、漁

協
や
組
合
員
に
漁
業
権
の
制
度
に

つ
い
て
し
っ
か
り
周
知
を
図
る
。

答

水
産
振
興
部
長
　
免
許
を

受
け
た
漁
業
権
の
範
囲
を
超
え
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を

目
指
し
た
県
民
運
動

問

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
は
、

県
民
の
意
識
づ
け
が
大
事
で
あ

る
。県
が
旗
を
振
り
、一
人
一
人
が

無
理
な
く
で
き
る
こ
と
を
促
す
県

民
運
動
を
つ
く
れ
な
い
か
、所
見

を
聞
く
。

答

林
業
振
興
・
環
境
部
長
　
地

球
温
暖
化
防
止
に
は
、県
民
一
人
一

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

職
員
不
足
に
よ
る
市
町
村
機
能

が
発
揮
で
き
な
い
危
険
性

依光 美代子
（一燈立志の会）

問

市
町
村
役
場
は
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
だ
が
、受

験
者
の
減
少
等
に
よ
り
将
来
職
員
が

不
足
す
る
状
況
に
陥
る
と
聞
く
。

職
員
が
不
足
す
る
と
特
に
災

害
に
は
役
場
機
能
を
発
揮
で
き
な

い
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
が
、所

見
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

人
口
激
減
社
会
で
国
に

先
行
す
る
政
策
の
決
断 橋本　敏男

（県民の会）

問

労
働
力
減
少
、内
需
縮
小
、

生
活
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
保
障
の
質

や
量
の
低
下
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

人
口
減
少
社
会
が
迫
っ
て
い
る
。

国
な
ど
の
対
応
だ
け
で
は
抑
え

ら
れ
な
い
真
実
を
受
け
止
め
、地

方
自
治
体
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、国
に
先
ん
じ
て
取
り
組
む

政
策
の
決
断
が
あ
っ
て
い
い
と
考

え
る
が
所
見
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

物
の
適
正
な
価
格
形
成
」の
仕
組

み
へ
の
本
格
的
な
作
業
が
始
ま
る
。

ポ
イ
ン
ト
と
な
る「
生
産
コ
ス
ト

の
指
標
化
」に
お
い
て
は
、本
県
の

実
情
に
合
っ
た
指
標
と
な
る
よ
う
、

国
や
関
係
者
へ
提
言
す
べ
き
と
思

う
が
、決
意
を
聞
く
。

農
産
物
の
適
正
な
価
格

の
形
成

問

来
年
改
正
予
定
の
食
料
・
農

業・農
村
基
本
法
に
則
し
て
、「
農
産

久保　博道
（自由民主党）

答

教
育
長
　
学
校
現
場
で
実

践
を
積
み
、必
要
な
専
門
性
を
持
っ

た
臨
時
教
員
を
適
正
に
評
価
し
、

採
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。現

場
経
験
へ
の
評
価
や
臨
時
教

員
を
し
な
が
ら
一
次
審
査
の
準
備

を
す
る
困
難
性
、面
接
・
模
擬
授
業

だ
け
に
よ
る
評
価
の
是
非
な
ど
の

観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

人
の
行
動
変
容
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
が
必
要
だ
。

高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民

会
議
を
旗
振
り
役
に
様
々
な
運
動

を
展
開
し
、県
も
マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、県
民
が
温
暖
化
の
影
響

を
考
え
行
動
に
移
し
て
い
く
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
運
動
を

広
げ
て
い
く
。

若
者
の
地
域
就
労
を

促
す
取
組

問

職
人
と
言
わ
れ
る
方
や
農

林
業
の
方
な
ど
多
く
の
方
が
、技

教
員
採
用
候
補
者
選
考

審
査
方
法
へ
の
工
夫

金岡　佳時
（自由民主党）

問

教
員
の
長
時
間
労
働
の
原

因
に
は
、教
員
不
足
が
あ
る
。文

科
省
は
教
員
に
求
め
る
資
質
能
力

に
、教
職
に
対
す
る
強
い
情
熱
、専

門
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
、総

合
的
な
人
間
力
を
挙
げ
て
い
る

が
、臨
時
講
師
は
そ
の
資
質
能
力

が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
っ
て
い
る
。

臨
時
教
員
経
験
者
に
残
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、第
一
次
審
査
の
全

部
を
免
除
す
る
よ
う
な
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

危
機
管
理
部
長
　
災
害
対

策
支
部
の
運
営
を
定
め
た
要
綱
に
、

支
部
設
置
基
準
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、各
地
域
本
部
管

内
の
市
町
村
に
対
し
自
衛
隊
の
災

害
派
遣
要
請
を
し
た
場
合
や
、市

町
村
が
警
戒
レ
ベ
ル
５
の
緊
急
安

全
確
保
を
発
表
し
た
場
合
な
ど
、

設
置
す
る
基
準
を
明
記
し
た
。あ

わ
せ
て
、地
域
本
部
の
職
員
の
配

備
体
制
に
つ
い
て
も
明
確
に
し
た
。

術
継
承
や
事
業
承
継
が
で
き
な
い

状
況
だ
。技
術
継
承
さ
れ
な
け
れ

ば
そ
の
業
種
は
失
わ
れ
、地
域
で

暮
ら
す
こ
と
を
諦
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

と
同
様
に
地
域
の
若
者
に
も
事
業

所
へ
勤
め
て
い
た
だ
く
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

NAKED夜まつり 高知城
（R5.12.1～R6.1.14）
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９月定例会 主な審議の結果

※各議員の賛否の状況は、
　　　県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（18議案）　※同意を含む

知事提出議案（13議案）

予算議案（４議案）

・令和５年度高知県一般会計補正予算 ほか ３議案

条例議案（３議案）

・知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部を改正する条例議案 ほか ２議案

その他議案（６議案）

・県有財産（教学機器）の取得に関する議案 ほか ５議案

議員提出議案（５議案）

意見書議案（４議案）

・軽油引取税の免税措置の堅持を求める意見書議案

・ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求め

る意見書議案

・脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラーエコノミー（循環型経済）の推進を求める意

見書議案

・下水サーベイランス事業の実施を求める意見書議案

その他議案（１議案）

・議員を派遣することについて議会の決定を求める議案

●継続審査とされた議案（26議案）

知事提出議案（26議案）

決算議案（23議案）

・令和４年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 22議案

その他議案（３議案）

・令和４年度高知県流域下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に関する議案 

ほか ２議案

●否決された修正案（１議案）

・令和５年度高知県一般会計補正予算に対する修正案

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

観
光
振
興
部
長
　
こ
れ
ま
で

も
桟
敷
席
を
運
営
す
る
高
知
市

観
光
協
会
に
対
し
て
様
々
な
提
案

を
し
て
き
た
。今
年
は
グ
ル
ー
プ
席

の
販
売
な
ど
新
た
な
試
み
も
行
わ

れ
た
が
、桟
敷
席
で
長
時
間
観
覧

す
る
ス
タ
イ
ル
は
、今
の
観
客
ニ
ー
ズ

答

教
育
長
　
子
供
た
ち
が
主
体

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
、高
知
を
盛
り

上
げ
、未
来
の
よ
さ
こ
い
祭
り
を
担

う
若
者
の
育
成
に
、ま
た
企
画
運

営
へ
の
参
画
は
、主
体
的
に
考
え
行

動
す
る
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
、こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
る
場
合
に
は
、県
教
委

と
し
て
の
後
援
や
学
校
へ
の
周
知
、

子
供
た
ち
へ
の
参
加
呼
び
か
け
な
ど
、

何
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い

よ
さ
こ
い
祭
り
本
部
競
演

場
の
在
り
方
へ
の
助
言 上田 貢太郎

（自由民主党）

問

よ
さ
こ
い
祭
り
本
部
共
演
場

の
空
席
だ
ら
け
の
桟
敷
席
が
世
界

に
発
信
さ
れ
、県
民
と
し
て
残
念

で
な
ら
な
い
。８
割
強
売
れ
て
い

る
の
に
、な
ぜ
が
ら
空
き
な
の
か
。

よ
さ
こ
い
祭
振
興
会
か
ら
追
手

筋
本
部
競
演
場
の
在
り
方
を
全

面
的
に
考
え
直
す
と
聞
い
て
い

る
。県
か
ら
も
助
言
し
て
は
ど
う

か
。

に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
観
光
協
会
も
振
興

会
の
部
会
に
加
わ
り
協
議
の
場
も

整
っ
た
の
で
、引
き
続
き
関
係
者
と

議
論
し
て
い
き
た
い
。

若
者
を
対
象
と
し
た

よ
さ
こ
い
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援

問

20
年
ほ
ど
前
に
、高
知
市
主

催
の
よ
さ
こ
い
甲
子
園
が
１
度
だ

け
開
催
さ
れ
、県
内
外
の
中
高
生

約
9
0
0
人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
た
。

今
、若
者
が
主
役
の
よ
さ
こ
い

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
る
動
き
も

あ
る
が
、県
教
育
委
員
会
で
支
援

で
き
な
い
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

中
山
間
振
興・交
通
部
長
　

日
高
村
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

答

農
業
振
興
部
長
　
県
で
は
本

年
度
、県
産
米
の
良
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
Ｃ
Ｍ
放
映
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。民
間
主
体
で
は
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
県
内
米
卸
３
社
が
設

立
し
た
協
議
会
が
、積
極
的
に
試
食

販
売
等
を
行
っ
て
お
い
し
さ
を
実
感

し
て
も
ら
う
取
組
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、高
知
県
農
商

工
連
携
協
議
会
と
連
携
し
、県
産

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
企
画
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

官
民
一
体
の
様
々
な
取
組
で
、消

費
拡
大
に
向
け
た
動
き
が
広
く
県

民
運
動
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
活
用
し

た
中
山
間
地
域
の
振
興 田中 　徹

（自由民主党）

問

県
外
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
活
用
し
、過
疎
地
域
で
総
菜
の

移
動
販
売
も
行
っ
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
る
。中
山
間
地
域
の

振
興
の
た
め
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
っ
て
、ど
の
よ
う
な
取
組
が
考

え
ら
れ
る
か
聞
く
。

の
活
動
の
た
め
公
用
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
導
入
、愛
知
県
で
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
希
望
者
と
イ
ベ
ン
ト

主
催
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
開

設
と
いっ
た
取
組
が
あ
る
と
聞
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
の
確
認
等
は

必
要
だ
が
、こ
う
し
た
事
例
を
参

考
と
し
、ま
た
中
山
間
地
域
の
ニ
ー

ズ
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。県

産
米
消
費
拡
大
に

向
け
た
県
民
運
動
の
展
開

問

県
産
米
の
消
費
拡
大
に

は
、お
米
の
持
つ
機
能
や
魅
力
、

お
い
し
さ
の
発
信
と
と
も
に
、消

費
者
へ
の
意
識
変
容
を
促
す
取

組
や
県
民
運
動
の
展
開
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
が
、消
費
拡
大

に
向
け
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
聞
く
。

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
な
ど
を

念
頭
に
お
い
た
林
業
政
策
の
展
開

答

林
業
振
興・環
境
部
長
　
今

後
、カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
枠
組

み
に
お
い
て
森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、植
林
活
動
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
に
よ
る
副
次
的
な

収
入
も
考
え
ら
れ
る
。一
方
ク
レ
ジ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出

や
維
持
管
理
コ
ス
ト
、排
出
削
減
目

標
へ
の
影
響
等
の
考
慮
が
必
要
だ
。

ま
ず
は
協
働
の
森
づ
く
り
事
業

に
お
い
て
、企
業
等
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き

な
が
ら
、ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
つ
な

が
る
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

問

森
林
資
源
を
活
用
し
た
持

続
可
能
な
林
業
、脱
炭
素
社
会
の

推
進
、中
山
間
振
興
の
実
現
に
向

け
、海
外
の
排
出
量
取
引
市
場
や

2
0
2
6
年
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
導
入
を
念
頭
に
置
い

た
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、所
見
を
聞
く
。

う
声
が
け
を
行
い
、考
え
る
き
っ

か
け
を
与
え
、心
の
ど
こ
か
に
選

択
肢
と
し
て
と
ど
め
て
も
ら
う
こ

と
が
、大
切
な
第
一
歩
に
な
る
。

子
供
た
ち
に
故
郷
を
守
る
た

め
地
元
に
残
る
こ
と
も
選
択
肢

と
し
て
も
ら
う
よ
う
、自
治
体
や

各
家
庭
に
よ
る
声
が
け
、そ
の
後

押
し
を
す
る
県
民
運
動
の
実
施

を
要
請
す
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

子
供
た
ち
が
地
元
に
残
る

後
押
し
と
な
る
県
民
運
動

西内　隆純
（自由民主党）

要
請

人
口
対
策
や
中
山
間
振

興
に
は
、ま
ず
率
直
に
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
故
郷
に
残
る
よ

答

商
工
労
働
部
長
　
新
た
な

団
地
開
発
に
は
、地
形
、ア
ク
セ
ス

等
の
条
件
及
び
地
元
の
理
解
が
必

要
で
あ
り
、市
町
村
と
連
携
し
、多

く
の
候
補
地
を
確
保
し
て
い
く
。そ

の
上
で
、開
発
工
程
の
短
縮
等
の

工
夫
を
図
っ
て
早
期
完
成
に
つ
な

げ
、間
を
空
け
な
い
よ
う
な
開
発

の
計
画
を
固
め
て
、工
業
団
地
の

安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

県
外
企
業
の
誘
致

答

知
事
　
県
外
か
ら
の
企
業

誘
致
は
、本
県
産
業
の
競
争
力
強

化
、雇
用
創
出
に
加
え
、人
口
流
出

防
止
や
中
山
間
地
域
振
興
に
も

資
す
る
即
効
性
が
あ
り
、効
果
も

大
き
い
た
め
、引
き
続
き
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
。あ
わ
せ
て
中
山

間
地
域
に
も
広
く
効
果
が
及
ぶ
よ

う
、地
元
市
町
村
と
連
携
し
取
組

を
進
め
る
。

問

企
業
誘
致
は
、雇
用
創
出

に
大
き
な
効
果
を
上
げ
、進
出
企

業
が
地
域
企
業
と
関
係
を
築
く

こ
と
に
よ
り
相
乗
効
果
も
期
待

で
き
、地
域
振
興
策
と
し
て
の
意

義
は
大
き
い
。

ま
た
、人
口
減
少
対
策
や
中

山
間
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
も

効
果
的
で
あ
り
、今
後
も
積
極
的

に
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
が
、所

見
を
聞
く
。

降
、団
地
ス
ト
ッ
ク
の
枯
渇
が
想

定
さ
れ
る
。

団
地
開
発
に
は
、条
件
調
査
か

ら
分
譲
開
始
ま
で
約
８
年
必
要

と
さ
れ
る
が
、企
業
は
需
要
に
応

じ
増
設
等
を
行
う
た
め
、タ
イ
ム

リ
ー
な
用
地
提
案
が
重
要
と
な

る
。県

外
企
業
の
誘
致
や
留
置
の

機
会
を
失
わ
な
い
た
め
に
、工
業

団
地
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た

め
の
取
組
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

工
業
団
地
の
安
定
供
給

へ
の
取
組

加藤 　漠
（自由民主党）

問

県
の
工
業
団
地
造
成
事
業

の
造
成
と
分
譲
が
計
画
ど
お
り

に
進
ん
だ
場
合
、令
和
８
年
度
以

答

中
山
間
振
興・交
通
部
長
　

事
業
承
継
は
非
常
に
重
要
な
問
題

だ
。協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
自
治

体
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
で
職

業
維
持
に
向
け
た
横
展
開
を
図
っ

て
い
く
。

ま
た
、中
山
間
地
域
再
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
も
位
置
づ
け
て
い
る
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
を

若
者
が
地
域
に
残
り
地
域
の
事
業

を
継
承
す
る
取
組
と
し
て
、次
年

度
以
降
も
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

術
継
承
や
事
業
承
継
が
で
き
な
い

状
況
だ
。技
術
継
承
さ
れ
な
け
れ

ば
そ
の
業
種
は
失
わ
れ
、地
域
で

暮
ら
す
こ
と
を
諦
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

と
同
様
に
地
域
の
若
者
に
も
事
業

所
へ
勤
め
て
い
た
だ
く
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

職
人
と
言
わ
れ
る
方
や
農

林
業
の
方
な
ど
多
く
の
方
が
、技
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商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

委員長報告　要旨委員長報告　要旨

８月29日～31日
宮崎県及び鹿児島県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・高病原性鳥インフルエンザへの対応等について（宮崎県庁）
・農林水産分野における物流について（宮崎県庁）
・野菜栽培から加工、販売までの一貫した取組について
　（株式会社ジェイエイフーズみやざき）
・国産材製材・販売等の現状と
今後の展開について
　（木脇産業株式会社）
・養殖、加工、出荷等の現状と今
後の展開について
　（鹿屋市漁業協同組合）
・畜産振興の取組について
　（鹿児島県庁）
・農畜産物の物流について
　（株式会社ＪＡ物流かごしま）

10月５日、11日（９月定例会中）
付託された１件の議案を審査し、原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

商工農林水産委員会の動き
８月29日～９月１日
台湾において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・高知県台湾オフィスの活動状況について（丸虎国際顧問有限公司）
・高知－台湾間のチャーター便に
ついて
　（タイガーエア台湾）
・台湾市場の可能性調査について
　（ＴＳＵＴＡＹＡ ＢＯＯＫＳＴＯ
　 ＲＥ南港店）
・高知県へのツアー催行について
　（燦星旅遊（スタートラベル））
・台湾との友好関係の促進につ
いて（交通部観光局、台湾日本
関係協会）
・土佐酒の輸出振興について
　（愛上日本酒瓶蓋店）

10月５日、11日（９月定例会中）
付託された５件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案１件を審査

産業振興土木委員会の動き

■第４期産業振興計画　実行３年半の取組の総括について
商工業、農業、林業、水産業の各分野における取組について報告があった。
委員から、イノベーションの創出に向けた製品開発補助の拡充について、そうした
補助も重要であると思うが、製品開発を担う人材の育成に焦点を当てた制度も必要
ではないかと質問があった。
それに対し執行部からは、ものづくり分野の人材育成では、工業技術センターで
様 な々研修を行っている。来年度は、ＡＩなど、デジタル・トランス・フォーメーションを意識
した人材育成に焦点を当てたプログラムを検討していると答弁があった。
委員から、農産物の適正価格での取引の推進について、生産者や農業団体によ

る生産コストの見える化の取組は、国の適正な価格形成に関する協議会の議論の中
での指標化が本県に合ったものになるように、活用していくことを考えているのかと質
問があった。
それに対し執行部からは、その指標を使って消費者にアピールできるようにしっかり
取り組んでいきたいと考えていると答弁があった。
委員から、国の適正な価格形成に関する協議会は既に進行しており、来年まで
待っていたら国の議論に乗り遅れてしまう。生産コストの見える化は、いつ頃、どのよ
うに行うのかと質問があった。
それに対し執行部からは、ＪＡの中で既に主要品目についてはデータの整理をして
おり、国の調査があればデータを一定出せるよう取組を進めていると伺っていると答弁
があった。
委員から、そのようなデータは国だけでなく、地元のサプライチェーンの中でも必要

になってくるのではないかと質問があった。
それに対し執行部からは、今回の価格転嫁については、消費者の理解が重要で

ある。消費者も理解して物を買うということが今回の価格転嫁の大きなポイントになる
ので、中身を精査した上で消費者にＰＲしていきたいと考えていると答弁があった。
別の委員から、令和４年の農業産出額は、どれくらいになる見通しかと質問があっ

た。
それに対して執行部からは、令和４年の目標は、1,210億円であるが、販売単価は
回復しているものの、まだ元に戻っていない品目がある。また、生産量も伸びているが目
標には達していない状況であるので、目標達成は難しいのではないかと考えていると
答弁があった。
委員から、農業産出額のみを目標にすることの是非も含めて次期計画を考えてい

ただきたいがどうかと質問があった。
それに対して執行部からは、生産量そのものを目標にし、例えば、新規就農者も人
数ではなくて、生産量に連動させた目標を考えていくなど、今までとは違った形を考え
ていかなければならないと議論していると答弁があった。

■酒米用精米設備等整備事業費補助金について
執行部から、土佐酒の振興に向けて、ＪＡ高知県の精米事業を引き継ぐ株式会社
地域商社こうち、高知県酒造協同組合、ＪＡ高知県及び県による「高知県内における
酒米の精米事業に関する協定」を締結し、土佐酒の輸出拡大や県産酒米の生産
拡大に向けて、県内精米態勢の構築に必要となる精米機等の機器の導入等を支
援しようとするものであると説明があった。
委員から、精米機が導入されることによって、精米機の使用量や県産酒米の生産

が拡大する可能性はあるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、現在、県外で精米を行っている酒蔵から最新の精米機
であれば使いたいという話もあり、精米機の使用量の増加が見込まれる。また、酒米
の生産を増やしていこうと動いている地域もあることから、今後、農業振興部、ＪＡ高
知県とも連携して生産を拡大していきたいと答弁があった。
さらに委員から、酒米が多少増産されたとして、経営が成り立つ見通しはあるのか

と質疑があった。
それに対し執行部からは、酒造協同組合と地域商社こうちとの間で、精米料金の
一定の値上げについて合意が整ったところである。地域商社こうちは、日常的に県内
事業者の経営指導をしている高知銀行が出資する会社なので、そのノウハウを生か
しながら運営に携わっていただけると考えていると答弁があった。

■高知県中山間地域再興ビジョン（骨格案）について
執行部から、これまでの中山間対策の取組により一定の成果は出ているものの、人

口減少や少子高齢化には歯止めがかかっておらず、若者世代、特に女性の流出が
顕著であり、人口減少が若者の流出や、さらなる人口減少につながっていくという負
の連鎖が加速しつつある。負の連鎖を断ち切り、地域で頑張っている皆さんとともに
未来を切り開いていくための道しるべとして「中山間地域再興ビジョン」を策定しようと
するものであると報告があった。
委員から、４年後に年間移住者数3,000人以上といった大きな目標を掲げており期
待するところであるが、これまで移住などに取り組んできた高知県まち・ひと・しごと創生
総合戦略や高知県産業振興計画と重なる部分が多いと思うので、どのように整理し
ていくのかと質問があった。
それに対し執行部からは、中山間対策は高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略の
柱のひとつであり、中山間地域再興ビジョンでは、総合戦略の中の中山間対策に関
する施策を議論していくものであると答弁があった。
別の委員から、県内の小規模事業者の半数以上がデジタル化は必要ないと回答

している調査報告がある中で、小規模事業者が多い中山間地域でデジタルの活用
を推進するためには何が必要なのかと質問があった。
それに対し執行部からは、現在実施している中山間地域でのデジタル化の実証
事業により、実際に見て、触れていただく機会を設けることでデジタル化の便利さを知
っていただくことが必要だと考えていると答弁があった。

高知-台北間の定期チャーター便運航に
ついて意見交換を行う委員
（タイガーエア台湾） 

木脇産業株式会社の工場を視察する委員



９月定例会　  常任委員会９月定例会　  常任委員会

８月28日～８月31日
北海道、茨城県及び東京都において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・国際バカロレア認定校卒業後の進路や同制度の成果等について
　（札幌開成中等教育学校）
・体育授業・部活動への指導者派遣等について（Ａ－ｂａｎｋ北海道）
・アプリ開発等を通した課題探求型の学習について／佐川高等学校との
交流について（北海道斜里高等学校）
・高等学校の魅力化の推進につ
いて／地域との連携について
　（北海道大空高等学校）
・茨城県におけるデジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）の推進につ
いて（茨城県庁）
・交通安全教育について
　（自動車安全運転センター安全
　 運転中央研修所）
・投票率向上の取組について／
 議員のなり手不足解消について
　（総務省）

10月５日、６日、11日（９月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案１件を審査。

10月７日、８日、12日（９月定例会中）
付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または
承認。

総務委員会の動き
８月30日～９月１日
石川県及び富山県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・地域の中で多世代が共生するまちづくりについて（Ｂ’ｓ行善寺）
・旧陸軍の建物を活用した
 県立博物館の取組について
　（石川県立歴史博物館）
・令和５年奥能登地震での
 県災害対策本部の対応について
　（石川県庁）
・県民の防災意識の啓発の
 取組について（石川県庁）
・朝日町笹川地区における小水
力発電プロジェクトについて
　（株式会社深松組北陸支店）
・富山型デイサービス「このゆびとーまれ」の取組について
　（デイサービスこのゆびとーまれ）
・小水力発電を含む県営発電の取組について（富山県庁）

10月５日、11日（９月定例会中）
付託された７件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

危機管理文化厚生委員会の動き

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■学習支援プラットフォーム構築等委託料について
執行部から、学習支援プラットフォーム

「高知家まなびばこ」の機能を拡充し、また、
その運用保守を行うものである。県版学力
調査の結果等の「スタディログ」を「高知家
まなびばこ」に集約し、指導改善や主体的・
自主的な学習に活用するとともに、それらの
データを保護者とも共有できるようにするなど
のバージョンアップを図ると説明があった。
委員から、「高知家まなびばこ」では、「ス

タディログ」のほか、生徒自らが心理面の状
態を送信する「きもちメーター」の情報なども
蓄積され、例えば私立学校や学習塾、児童相談所など多方面での活用が期待でき
るが、個人情報の所有権等について明確なルールがないことが今後の課題と考え
る。関係団体との連携を踏まえた情報の取扱いについて議論を進めてはどうかと質
疑があった。
それに対し執行部からは、今後の課題として関係部署と検討していくと答弁があっ
た。
別の委員から、教員が個々の児童・生徒と向き合って様 な々問題について考えるこ

とが重要であり、生徒の状態を機器が判断するということに懸念を感じるとともに、教
員の働き方改革にもつながらないと考える。教育現場で本当にこのシステムが必要と
されているか、十分な検証をしているのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、「高知家まなびばこ」は、本来教員に求められる業務や
個別の対処について、デジタル技術によって判断材料を提供するなど、個々の生徒へ
の対応を手助けするためのツールであり、従前のとおり最後の判断は教員が行うもの
である。また、昨年度に一部県立学校で実証を行った結果、教員の負担が軽減され、
生徒にとっても学習の動機づけになったとの成果が確認されており、全県的に展開す
べきと考えていると答弁があった。
別の委員から、生徒の習熟度に合わせて学習内容の個別最適化を図るための機
能は付与されているのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、デジタルドリル等には、学習においてつまずいた箇所や
苦手分野に応じて出題内容を変えるなどの機能が付与されていると答弁があった。
委員から、それぞれの生徒に行き届いた学習を提供する上でのサポートとなる素晴

らしいものである。各教員においては、デジタル技術の活用によって確保できた時間
を、しっかり生徒に向き合うことに費やしてほしいと意見があった。
別の委員から、保護者や生徒とのコミュニケーションの促進を図る上で素晴らしい
取組である。一方で、生徒の自主的な学びを促すに当たり、端末機器の持ち帰り学習
の促進について、各市町村の教育委員会への働きかけを進めてほしいと意見があっ
た。

■出産・子育て応援給付金共通基盤システム構築委託料について

執行部から、国のメニューである出産・子育て応援給付金について、国が推奨す

る電子カタログギフトにより支給する共通基盤システムを県が構築し、希望する県内

市町村が利用できる体制づくりを行うものであると説明があった。

委員から、子育て世帯のニーズとしては現金支給があると思うが、なぜカタログギ

フトとするのかと質疑があった。

それに対し執行部からは、国の考え方では、現金支給は広域的なシステムが整う

までの間の暫定的な形と整理されている。今回の仕組みとすることで、子育て目的に

使途を限定することや有効期限を設定して消費につなげていくこと、また、広域での

連携により効率的に実施することができるため、県としても市町村と検討の上、取り組

むこととしたものであると答弁があった。

別の委員から、カタログギフトの商品はニーズに合ったものになるのか、また、地域

で公平にサービスが受けられるのかと質疑があった。

それに対し執行部からは、掲載する商品は、家事・育児に係るサービスや妊産婦

の用品など300点以上を想定している。また、県が広域的にシステムを構築すること

で、事業者の対応が可能であれば近隣の市町村のサービスも利用可能となると考え

ていると答弁があった。

別の委員から、現金支給では他の用途に使われてしまい子育て用品に使えないと

いう場合もあるが、この仕組みであれば、出産や子育てのための物やサービスがきち

んと給付されることになる。子育て世帯が喜ぶような事業にしていってもらいたいと意

見があった。

■動物愛護センターの設置について

執行部から、中央小動物管理センターの施設の老朽化等に伴い、新たに動物愛

護センターの設置を検討している。このたび最終候補地とした高知市にある高須浄

化センターの敷地は、面積が3,000平方メートル以上確保でき、長期浸水地域内では

あるものの、盛土造成により対応可能であること、電車・バスのアクセスがよく、周辺に

民家がないことから選考した。今後、市や関係者と協議を進め早期の整備を目指し

ていくと説明があった。

委員から、浸水エリアとのことだが、浸水予測はどれぐらいかと質問があった。

それに対し執行部からは、ハザードマップによると１メートルから２メートルという予測

になっている。現在の土地の高さを測量する必要があるが、現時点では２メートル以

内を想定していると答弁があった。

石川県立歴史博物館を視察する委員

地域みらい留学で学んでいる生徒と意見
交換を行う委員（北海道大空高等学校） 

「高知家まなびばこ」トップ画面
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傍　聴

「こうち県議会だより」の点字版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9533）へ。

12月12日

15日

19日

20日

21日

22日

25日

27日

（火） 

（金）

（火） 

（水） 

（木）

（金）

（月） 

（水）

開　会 

質疑並びに
一般質問

　　〃

　　〃 

常任委員会

　　〃

　　〃

閉　会 

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

議会中継議会中継議会中継
ケーブルテレビ中継
　●高知ケーブルテレビ
　●西南地域ネットワーク
　●よさこいケーブルネット
　●香南ケーブルテレビ
　●四万十ケーブルテレビ
　●むろと光サービス
　●黒潮町ケーブルテレビ
　※一部録画中継となる場合があります。

インターネット中継
※３営業日後に録画映像もアップし
ています。

718ch　
111ch　
851ch　
112ch　
122ch　
111ch　
11ch　

12月定例会開催予定12月定例会開催予定12月定例会開催予定

公職選挙法の規定により、選挙区内の方々への年賀状は控えさせていただきます。
県民の皆様には、良いお年を迎えられますようお祈り申し上げます。
今後とも「県民の皆様とともに歩む県議会」を目指し、県民の福祉の向上と県勢発展のため全力を尽くしてまいります。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県議会議員一同

年末年始のごあいさつについて

令和４年度の決算審査を行うため、９月定例会において、決算特別委員会を設置しました。１０月５日に開かれた初めての委員
会では、正副委員長の互選を行いました。
１０月２３日から１１月２９日にかけて、公営企業会計、一般会計、特別会計の決算審査を行いました。
審査結果は、１２月定例会本会議で報告されます。

決算特別委員会の動き

【問い合わせ】 議事課 議事記録班 088-823-9534 【問い合わせ】 議事課 企画広報班 088-823-9536

※予定ですので、変更になる場合があります。

　本会議や委員会は、特別の場合を
除き、どなたでも傍聴いただけます。
　開会予定時刻の30分前から、議事
堂正面玄関ホールで受付を行います。
　手話通訳、託児サービスがございま
す。ご希望される場合は、傍聴予定日
の５営業日前までにお申し込みくださ
い。

本会議（原則として10時に開会）
　定員は145名（先着順）で、定員を
超えると入場できない場合があります。

委員会
　定員は常任委員会・特別委員会がそ
れぞれ６名、議会運営委員会が３名で
す。開始15分前に定員を超えた場合は
抽選となります。

傍聴

手話通訳

託児サービス

委 員 長
副委員長
委 員

三石　文隆
大石　　宗
土森　正一
久保　博道
下村　勝幸
西内　隆純
寺内　憲資
橋本　敏男
はた　　愛
中根　佐知

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自由民主党
一燈立志の会
自由民主党
自由民主党
自由民主党
自由民主党
公 明 党
県 民 の 会
日本共産党
日本共産党

議会デジタル化検討小委員会の動き

委 員 長
副委員長
委 員

土居　　央
西森　雅和
槇尾　絢子
大石　　宗
岡田　芳秀

金岡　佳時
田所　裕介

９月１日

９月15日

10月13日

土居央議員を委員に選任
（西内健議員の辞職に伴うもの）
委員長の辞任に伴い、新委員長を
互選
管理要領案、使用ルールの申合
せ案、オンライン委員会の開催
等について
使用ルールの申合せ案、委員会
条例の一部改正案等について

大石 宗 議員（１0年以上）

全国都道府県議会
議長会自治功労者表彰

　10月26日に開催された第176
回全国都道府県議会議長会定例
総会において、永年勤続の自治功
労者表彰を受けられました。

新議員の紹介新議員の紹介

　欠員が生じていた須崎市選挙区におい
て、10月22日に行われた補欠選挙の結果、
竹内健造さんが新しく県議会議員となりま
した。

竹内 健造
（たけうち けんぞう）

会派名

 自由民主党

所属する常任委員会
商工農林水産委員会


